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令和５年度 第４回 学校運営協議会 
2月20日(火)、中学校にて、今年度最終となる第４回学校

運営協議会が開催されました。 
〇小・中学校学校評価説明・意見交換 

〇地域コーディネーター活動報告 

〇学校運営協議委員の継続について 

〇教育自立圏推進プランについて 

〇小中一貫教育に係る取組と学校運営協議会予定 

〇４月のあいさつ運動について 

上記について協議した後の情報交換では、小中学校から、

共に休みがちな児童・生徒について、さらに中学校からは、私立入試の結果や部活動の地域移行に

係る石川中学校の今後の展望について、小学校からは「いのちを守る防災教育推進事業」の報告な

どについて話題としました。最後に各委員から今年度の反省もいただきました。忌憚のないご意見

をありがとうございました。 

各委員の皆様、今年度もお世話になりました。来年度も学校教育活動を展開するにあたり、貴重

なご意見を承りたいと存じます。ありがとうございました。 

入学説明会 2/5(月) ＆ 乗り入れ授業 2/14(水) 

どちらの行事も、予定通り実施することができました。 
入学説明会では、校長挨拶の後、各担当の先生方から、中学校

の学習・生活のきまりに関わることについて詳しい説明がありま

した。また、生徒会活動と部活動についても説明され、小学校生

活との違いを感じつつも、４月から始まる中学校生活に期待が膨

らんでいればうれしいです。部活動について、地域クラブで活動

している６年生が、思ったより多かったことに驚きました。 
中学校からは５０分授業と

なりますが、参加した児童からは「長い～」という声がもれてい

ました。大類先生の授業を体験したのですが、バイオリンを弾く

体験をしたり、ペンケースを楽器にしたりと、体を動かしている

うちに緊張もほぐれ、楽しく活動できました。６年生の感想から、

中学校の教室でよい経験ができたことがわかり、ほっとしまし

た。 

三味線教室 2/19(月)～20(火) 

 中学校で２月１９日～２０日の２日間、今年度も地元弘前市の

岩木ファミリーバンド会長 福士 章逸 氏をお迎えして、三味

線教室を行いました。津軽の伝統を感じながらの体験でしたが、

講師の先生のお話を聞きながら、難しいながらも楽しんで活動す

ることができました。 



 

 

 

 

 

 

 

公民館文化祭 

2/10(土) 中学校発表

小学校スキー教室 
2/9(金) 小5･6年

良天候、少雪の中でしたが、実施

できて本当によかったです。指導の

補助をしていただいた保護者の

方々、ありがとうございました。 

後期児童会総会 
2/1(木) 小3～6

参観日 
2/21（水) 小学校

６年生を送る会 
2/26(月) 小学校

卒業生学校訪問 
令和３年３月に中学校を卒業した生徒が、高校卒業の報告を兼ねて、石川中学校 

を訪問してくれました。 
１ 名前 齋藤 桃羽 さん 
２ 卒業高校・学科 弘前工業高校 土木科 
３ 卒業後の進路 函館市役所 
４ 弘前工業の印象はどうでしたか？ 「男子が多くてびっくりした。」 
５ 高校生活はどうでしたか？  
「実習や測量が楽しかった。文化祭が楽しかった。修学旅行が中学校の時にな 

かったので、修学旅行（京都・大阪・広島）がすごく楽しかった」 

６ 中学生へのメッセージをお願いします。 
「今を乗り越えたら、楽しい未来が待っている。今だけ辛抱して頑張ってくだ 

さい。」 

弘前子ども美術展 
2/10(土) 小学校作品

校内研修支援訪問 
2/8(木) 中２

生徒が先生として活躍しました。 


